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　 近 年 ，neoadjuvant 　 che 皿 otherapy が ， 子宮頸 癌 ，

及 び 一
部 の 卵 巣癌症 例 に 用 い ら れ ，高 い 評価 を受

げ つ つ あ る が ，子宮 体癌 に 関 す る こ の 報 告 は 少 な

い
。 今回我 々 は ， 子宮体癌 田 期 の

一
症 例 に 対 し，

neoadjuvant 　 chemotherapy 施行後，根治 手術 を行

い ，良好 な経 過 を得 た の で 報告 す る 。

　 症 例 は ， 54 才 ，主 婦。約 Y 年前 よ り ，軽 度 の

下 腹部痛 を認 め ，次第 に 増強 して い た。初診 時 に

は ，骨盤 部 よ り臍高 に 及 ぶ 下腹 部腫瘤 を 認め ， 子

宮内膜 組 織 検 査 に て 子宮 体 癌　（adenocarcinoma

endometrial 　 type，　 G3）と診断 し た。　 ま た MRI ，

CT −scan
，　 尿路 系 の 検索 に よ り ， 膀胱 後壁 ， 下 部

尿 管 へ の 癌 浸潤が 示 され ，臨床進行期 を 皿 期 と し

た 。 同症 例 に 対 して ，CDDP　 75mg，　 epi
−ADR　75mg ，

CPM　 500 皿g に よ る化学療法 を 6 ク ール 施行 し た と

こ ろ ， 86 ％ の 腫瘍縮小率を得 ，残 存 腫蕩摘 出 可

能 と判 断 し た の で 子宮体 癌 根治 手術 を 施行 し た。

術 中所 見 ，及 び摘出 標本 に て ，尿路 系 へ の 浸 潤部

の 線維 化 ，ま た 一
部 の リ ン パ 節 の 癌 組織 の 肉 芽組

織 へ の 置換 が認 め ら れ た。本症 例 は ，術後半年以

上 再 発 を 認 め て い な い 。

　 今 日，進 行 子宮 体 癌 に 対 して は ， 化学 療 法 ， 放

射線療法 ，
ホ ル モ ン 療法な ど が 行 わ れ て い る が ，

い ずれ も満足 で き る 成 績 で は な い 。ま た ，放射 線

療 法 後 に ，根治手 術 を行 い う る 症 例 もある が ，そ

の 数 は 少 な く ， 放射線治療 の 手術 に 及 ぼ す影響 も

懸念 され る。子宮体 癌 に は 先ず手 術療 法 が有 効 で

あ る こ と は ，衆 目 の
一致 を 見 る と こ ろ で あ る が ，

本症 例 で 示 し た 如 く，進 行子宮 体 癌 に 対 す る ne 。
−

adjuvant 　 chemotherapy ｝よ，手術 適応 症 例 を増加

さ せ
， 予 後 向 上 を も た ら す 有力 な 治療法 と考 え ら

れ る。

　成熟型 奇形腫 に 続 発す る 癌性変 化 は ， 閉経 後婦

人 に 多 く，90％ 以上 は 扁平 上 皮癌 で あ る 。 我 々 は

最近 1年間 の 間 に 3 例 の 症例 を 経 験 し，そ の い ず

れ もが 扁 平 L 皮癌以外 の 病 理 組織像を呈 し た 。

　症例 1） 70才 ， 1 同 経産婦 ，閉 経 50才 ，昨年 9

月左 下腹痛が あ り内科 よ り 当科紹 介 。 術 前陽性腫

瘍 マ ー
カ
ー

は CEAII ．Ong ／ml ，　CA19 − 9168U ／m ］D

左卵巣類 皮嚢腫 に て 12月子宮 全摘術 ，両付属器摘

出術 を 行 な っ た 。 腹 水 は 小量 で 術 中細胞 診 陰性 ，

左 卵 巣 は 手拳 大
， 迅速 病 理 で は 悪 性部分 な し 。 し

か し術 後最終病理診 断 で は
．一
部 に Paget 病 の 変化

を 伴 う成 熟型奇形腫 で あ っ た 。

　症例 2） 45才 ，
．
セ婦 ，初潮 15才 ， 3 回 経産婦 。

左下腹痛 を訴 え て 本年 5 月来院 。 超 tt波法 trcて 左

卵巣類 皮嚢腫 の 診断 o 術前陽性腫瘍 マ ーカ ー
は ，

CEA 　590ng ／m ］，　 CA19 − 99200U ／m ］，　 CA12 − 5

186U／m 】。 開腹時腹 水 100m1，細胞 診陰性 。 左 卵

巣 は 手 拳大 。 腫瘍被膜 は 子 宮 壁 と癒着 し術 中破 裂 Q

迅 速病 理 に て 乳頭状腺癌 を伴う成熟型奇形腫 と診断 。

卵巣癌根 治術を施行 。 術後化学療 法施行 中 で あ る 。

　症 例 3） 29才 ，主 訴 ， 1 回 経 産 婦 。本 年 7 月 妊

娠 26週 6 日急激な下腹 痛 の 為，他医 よ り母 体搬送 。

右 卵 巣 類 皮 嚢 腫 茎 捻 転 の 疑 い に て 開腹 。 ，｛i卵 巣 は

手拳 大 ，内容液 は 腹腟 内 に 流 出 。 卵 巣内実質部分

の 迅 速病 理 に て 腺癌 を 認 め た 。 術 後判朗 し た 陽性

腫瘍 マ ーカ ー
は AFP 　265ng ／ml

，
　 CEA 　14．3ng／ml ，

CA19 − 93150U ／ml ，　 CA12 − 545Ufm 】，　 SCC22 ．l

U ／m ］o 右付 属器 切除を行な い ，1 週間後 に 帝王 切

開術 を施 行 ，1589g の 男児 を 出産 。 同時 に 卵巣癌

根治術 を 施行 。 術 後化学療 法継続 中 で あ る 。

　症例 1 と 同様 の 症 例 報告は我 々 の 知 る 限 り本 邦

に は 無 く，世界 で 1 例 を 知 る の み で あ る 。
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